
ソーダ工業ガイドブック２００９

（単位：トン）

注１）需要内訳は、輸入を含まない出荷実績による。
注２）表中の項目のうち、11 ページの円グラフに表示がないものは、化学工業については「その他化学工業」に、また、他
　　　のものについては「その他」に含めて表示している。
注３）副生塩酸は電解製造会社のみの数量。

　塩酸：２００８年度の塩酸の需要は、合成塩酸が前年度

に比べ、１.４％の減少でしたが、副生塩酸が１３.８％と大

きく減少したため、全体で８.２％の減少となりました。

　需要の内訳を見ると、主要な分野では、唯一電解ソー

ダだけが若干増加しましたが、その他は減少となり、特

に、紙・パルプ、無機薬品、非鉄金属、電機・電子、鉄

鋼、水処理・廃水処理、「その他」などが二桁の減少と

なりました。

　需要先別に見ても、副生塩酸の落ち込みが大きく、全

体として減少幅が拡大しています。

　液体塩素：２００８年度の液体塩素の需要は、前年度に

比べて１４.９％の大幅な減少となりました。

　主要な分野では、紙・パルプ、無機薬品、有機・石油化学、

染料・中間物、プラスチック、非鉄金属などで二桁の減

少となりました。この中で、染料・中間物が２３.３％と

最大の下落率となり、これに対して、農薬が５.４％と、

最小の下落率となっています。

　次亜塩素酸ソーダ：２００８年度の次亜塩素酸ソーダの

需要は、前年度に比べて、５.５％の減少となり、塩化物

３製品の中では、一番下落率が小さくなっています。

　１万トン以上の需要先を見ると、石けん・洗剤、水処

理・廃水処理、「その他」では、増加となりました。

　一方、紙・パルプ、食品、電機・電子では、二桁の減

少となりましたが、その他では一桁の減少に止まってい

ます。

　特に、最大需要先の上下水道では、１.９％と、僅かな

減少となっています。
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